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旧平山家住宅火災訓練
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人口・世帯数

人　口／60,292 人( －57)

　男　／27,953 人( －18)

　女　／32,339 人( －39)

世帯数／25,035 世帯( －5) 

１月31 日現在( 前月比)   

１月 26 日、教育委員会と消防署が合
同で国指定重要文化財・旧平山家住宅
の火災訓練を行いました。
冬は暖房器具を使う時が多く、空気が
乾燥し、火災が増える季節です。
火の元には十分注意し、火災が起こら
ないようにしましょう。
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農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

　

任
期
満
了
に
伴
う
五
所
川
原
市
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
は
、
３
月

４
日
蚊
に
告
示
さ
れ
、
３
月
11
日
蚊
に
投
票
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
委
員
は
、
農
地
の
転
用
や
農
地
の
売
買
・
賃
借
、
あ
っ
せ
ん
、

遊
休
農
地
の
活
用
や
認
定
農
業
者
の
育
成
な
ど
農
業
全
般
に
わ
た
る
助
言
・

指
導
を
行
う
と
と
も
に
農
家
の
利
益
代
表
と
し
て
地
域
農
業
発
展
の
た
め

に
活
動
し
ま
す
。　

　

五
所
川
原
市
農
業
委
員
会
の
委
員
の
選
挙
に
よ
る
定
数
は
30
人
で
、
選

挙
区
ご
と
の
選
挙
す
べ
き
委
員
数
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

・
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　
　

内
線
２
７
５
２
・
２
７
５
３

・
金
木
総
合
支
所　

内
線
３
２
０
３
・
３
２
０
４

・
市
浦
総
合
支
所　

内
線
４
０
１
５
・
４
０
１
６

３ 

月 

11
日 

（日）

五
所
川
原
市

投
票
日

・
１
人
以
上
で
申
請
可
（
た
だ
し
年
齢
等
制
限
有
り
）

▽
市
浦
地
区

①
岩
井
団
地
（
Ｈ
元
年
度
建
設
）

・
木
造
平
屋
建　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

・
募
集
戸
数
１
戸

・
浴
室
有
り
、
浴
槽
・
給
湯
器
無
し

・
家
賃
１
万
６
５
０
０
円
～
３
万
２
４
０
０
円
程
度

・
１
人
以
上
で
申
請
可
（
た
だ
し
年
齢
等
制
限
有
り
）

②
岩
井
団
地
（
Ｈ
３
年
度
建
設
）

・
木
造
平
屋
建　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

・
募
集
戸
数
２
戸

・
浴
室
有
り
、
浴
槽
・
給
湯
器
無
し

・
家
賃
１
万
８
５
０
０
円
～
３
万
６
４
０
０
円
程
度

・
３
人
以
上
で
申
請
可

＊
家
賃
は
、
収
入
に
応
じ
決
定
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
敷
金
は

　

家
賃
の
３
カ
月
分
と
な
り
ま
す
。

＊
共
益
費
、
駐
車
場
料
金
は
別
途
徴
収
と
な
り
ま
す
。

■
入
居
者
の
選
考
方
法　

入
居
者
資
格
を
審
査
の
う
え
、
申    

　

請
者
多
数
の
場
合
は
、
公
開
抽
選
に
よ
り
入
居
者
を
決
定

　

し
ま
す
（
抽
選
日
は
申
請
者
に
個
別
に
連
絡
し
ま
す
）。

　

た
だ
し
、
常
時
公
募
し
て
い
る
市
営
住
宅
で
は
、
入
居
申

　

請
の
受
付
順
に
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

＊
入
居
資
格
、提
出
書
類
等
、詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

・
建
築
住
宅
課　

内
線
２
６
６
２
・
２
６
６
３

・
金
木
総
合
支
所
産
業
建
設
係　

内
線
３
２
１
１

・
市
浦
総
合
支
所
産
業
建
設
係　

内
線
４
０
２
４

第１選挙区 ７人

第２選挙区 ６人

第３選挙区 ７人

第４選挙区 ７人

第５選挙区 ３人

計 30 人

大事な投票、忘れずに！

　

こ
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
人

　

平
成
23
年
３
月
31
日
確
定
の
五
所
川
原
市
農
業
委
員
会
委

員
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
、
投
票
日
当
日
に

選
挙
権
が
あ
る
人
で
す
。

　

定
数
を
超
え
た
選
挙
区
の
有
権
者
の
方
に
入
場
券
を
郵
送

し
ま
す
。
入
場
券
に
記
載
の
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

立
候
補
届
出
等
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
の
で
、
立
候
補
予

定
者
は
必
ず
開
催
時
間
前
に
参
集
し
て
く
だ
さ
い
。

　

・
日
時　

２
月
23
日
牙　

14
時
～

　

・
会
場　

市
役
所
５
階
第
１
・
第
２
会
議
室

投
票
・
開
票
に
つ
い
て

立
候
補
者
が
各
選
挙
区
の
定
数
を
超
え
な
い
場
合

は
、投
票
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
投
票
日
時
・
会
場

　

・
日
時　

３
月
11
日
蚊　

７
時
～
20
時

　

・
会
場　

５
選
挙
区
29
投
票
所（
次
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
）

＊
他
の
選
挙
と
投
票
所
が
違
う
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

　

注
意
く
だ
さ
い
。

○
不
在
者
投
票
・
期
日
前
投
票

　

選
挙
の
当
日
、投
票
所
に
行
っ
て
投
票
で
き
な
い
人
は
、

不
在
者
投
票
・
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

入
場
券
を
お
持
ち
の
う
え
、
各
期
日
前
投
票
所
で
投
票

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

入
場
券
が
届
い
て
い
な
い
場
合
で
も
選
挙
権
が
あ
れ
ば

投
票
で
き
ま
す
。

　

・
日
時　

３
月
５
日
俄
～
10
日
臥　

８
時
30
分
～
20
時　

　

・
会
場

　

▽
第
１
～
第
３
選
挙
区　

市
役
所
５
階
第
１
会
議
室

　

▽
第
４
選
挙
区　

金
木
総
合
支
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

　

▽
第
５
選
挙
区　

青
森
あ
す
な
ろ
ホ
ー
ル
市
浦

＊
指
定
施
設
で
の
不
在
者
投
票
の
投
票
時
間
は
、
８
時
30

　

分
～
17
時
で
す
。

○
開
票
・
選
挙
会（
投
票
と
な
っ
た
場
合
）

　
　
　・
日
時　

３
月
11
日
蚊　

21
時
～

　
　
　・
会
場

　

▽
第
１
選
挙
区　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
中
川

　

▽
第
２
選
挙
区　

中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

▽
第
３
選
挙
区　

梅
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

▽
第
４
選
挙
区　

金
木
商
工
会
館

　

▽
第
５
選
挙
区　

青
森
あ
す
な
ろ
ホ
ー
ル
市
浦（
※
）

　
（
※
）
第
５
選
挙
区
の
み
20
時
30
分
か
ら
開
始
し
ま
す

選挙区 投票区 投　　票　　所 区　　　　　　　　域

第
１
選
挙
区

１ コミュニティセンター中川 字新宮町、字芭蕉、字蘇鉄、大字新宮、大字長橋（字藤島、
字広野）、若葉、大字種井、大字田川、大字川山

２ 沖飯詰小学校 大字桜田、大字沖飯詰
３ コミュニティセンター飯詰 大字飯詰、大字下岩崎
４ 毘沙門・長富コミュニティセンター 大字毘沙門、大字長富
５ 高瀬集会所 大字高瀬（第６投票区を除く）

６ コミュニティセンター三好 大字鶴ヶ岡、大字高瀬（字一本柳 279 番地～ 316 番地、489 番地、
字鷹ノ爪 191 番地～ 331 番地、500 番地～ 501 番地、字二見）

７ 藻川コミュニティ消防センター 大字藻川

第
２
選
挙
区

１ 中央コミュニティセンター

字栄町、字田町、字元町、字鎌谷町、字新町、字柳町、字岩
木町、字布屋町、字東町、字川端町、字弥生町、字本町、字
大町、字旭町、字上平井町、字寺町、字中平井町、字下平井町、
大字長橋（字橋元）、字敷島町、字柏原町、字幾島町、字錦町、
字末広町、字蓮沼、字不魚住、字烏森（第４投票区を除く）、
字幾世森、大字漆川（字鍋懸 110 番地）、字雛田、字一ツ谷、
大字小曲、中央一丁目～四丁目

２ 五所川原第三中学校 大字広田、大字七ツ館、みどり町
３ 栄小学校 大字稲実、大字姥萢、大字湊、中央五丁目～六丁目

４ 松島会館
大字石岡、字烏森（39 番地、128 番地）、大字吹畑、大字漆川（第
１投票区、第５投票区、第６投票区を除く）、松島町、大字唐
笠柳（字藤巻 243 番地～ 254 番地、268 番地、446 番地、598 番地）

５ コミュニティセンター松島

大字米田、大字金山、大字水野尾、大字唐笠柳（第４投票区
を除く）、大字一野坪（字坪実 90 番地～ 91 番地、字朝日田 77
番地～ 78 番地、字朝日田崎 123 番地、字狐崎）、大字漆川（字
玉椿）

６ 一野坪小学校 大字太刀打、大字一野坪（第５投票区を除く）、大字漆川（字
鍋懸 77 番地～ 109 番地、111 番地～ 131 番地）

第
３
選
挙
区

１ 梅沢コミュニティセンター 大字梅田、大字中泉
２ 高野文化センター 大字高野、大字持子沢
３ 原子集会所 大字原子、大字俵元、大字羽野木沢
４ 前田野目集会所 大字前田野目
５ 旧松野木小学校 大字戸沢、大字松野木
６ コミュニティセンター長橋 大字福山、大字豊成、大字浅井、大字野里、大字神山

第
４
選
挙
区

１ 金木商工会館
朝日山、芦野（第６投票区を除く）、浮洲、沢部（第３投票区
を除く）、菅原、玉水、嘉瀬（萩元 244 番地 1）、喜良市（富田
123 番地 4）

２ 川倉ふれあいセンター 藤枝、川倉（第６投票区を除く）

３ 蒔田コミュニティ消防センター 蒔田、神原、沢部（116 番地 2 ～ 116 番地 4、163 番地 3、206
番地 1 ～ 232 番地 2、373 番地、397 番地 24）

４ 嘉瀬コミュニティセンター 中柏木、嘉瀬（第１投票区を除く）、喜良市（芦ヶ沢 46 番地
12）

５ 喜良市コミュニティセンター 喜良市（第１投票区、第４投票区を除く）

６ 大東ヶ丘コミュニティ消防センター
芦野（363 番地 58、363 番地 80、363 番地 94、363 番地 102）、
川倉（七夕野 84 番地 553、84 番地 625 ～ 84 番地 725、84 番
地 1404 ～ 84 番地 1407、84 番地 1607 ～ 84 番地 1618）

第
５
選
挙
区

１ 基幹集落センター 相内
２ 太田集会所 太田
３ 金木高等学校市浦分校 磯松、脇元
４ 十三コミュニティセンター 十三
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◇◆◇ 編 集 後 記 ◇◆◇ 

   

 

惨い試練は忘れた頃にやってきます。 

    防災や減災の取り組みが必要です。 

     自分のできることからしたいと思います。（Ｃ）

平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災。五所川原市では、大きな被害はなかっ

たものの、日頃からの備えが大切であることを実感したのではないでしょうか。 

今回の経験を踏まえ、男女共同参画の視点から防災の備えについてもう一度考えてみま

せんか。 

    

 

※この情報紙は市民からの公募による編集委員によっ

て作成されています。 

女性（Female）と男性（Male）がともに支え合い、

対等な立場で社会（Society）を形成することを願っ

て‼  

第１３号 企画課 男女共同参画室（内線２１５６）

防防防災災災ののの備備備えええをををしししててていいいままますすすかかか？？？
～今回の震災から学ぶ～ 

被災地での生活支援活動が本格化するのは３日後と言われています。それまでの時間を乗

り越えるため、どのような備えをするべきでしょうか。とくに、子育て中の家族、高齢者な

ど、災害時の不安を減らすため、災害の時に必要と思われるものをあげてみました。 

●高齢者、要介護者、障がい者・・・ 
オムツ類、口腔ケア用品、メガネ、服用中の 

薬、薬の一覧、ドライシャンプー、杖、歩行器、

車椅子、補聴器、補聴器の電池、筆談のための 

用紙、点字器、救助を求めるための笛やブザー、

連絡先の書かれた身分証明書など 

●妊婦・・・ 
母子健康手帳、

入院準備品、子育

て中の家族に準じ

た赤ちゃん用品な

ど

●その他・・・ 
化粧品類、生理用品、ひげそりなど 

●共通して備えておけばいいもの・・・ 

飲料水、非常食、現金、貴重品、懐中電灯、 

ラジオ、乾電池、ヘルメット、頭巾、毛布、衣 

類、タオル類、軍手、靴、笛、応急医薬品、筆 

記用具、はさみ、携帯トイレ、トイレットペー 

パー、ウェットティッシュ、スリッパ、マスク、

携帯電話など 

☆★☆ 編集スタッフ ☆★☆          境谷 葉子、福士 千恵子 、三由 恵子、千葉 敦子

▼さんかく編集委員募集！！ 
 

  男女共同参画に興味のある方、それほど

でもないけれど編集委員をやってみたい方。

男女問いません。まずは、ご連絡ください。
 

◎企画課男女共同参画室 

℡0173-35-2111 内線2156 

Ｅメール： danjo@city.goshogawara.lg.jp 

 

※災害の時に必要なものは人それぞれ違います。 

自分たちにとって必要なものは何か、この機会に考えてみましょう。

五所川原市の防災担当である総務課では、自主防災組

織を町内会活動に取り入れるようお願いしており、現在

１４団体が自主防災組織を設立しています。 

自主防災組織は、全国的に見ると、運営の主体がほと

んど男性です。地域をよく知る女性が防災活動に積極的

に参画することで、災害時女性特有のニーズや悩みに対

応することができ、より実効性のあるものになります。

総務課では、組織設立のための相談、支援にも応じて

いますので、各町内会で話し合い、男女共同参画で自主

防災組織をつくりましょう。 

☆男女共同参画の視点から見た防災の備え 

●子育て中の家族・・・ 
抱っこ紐又はスリング、母子手帳、紙オム

ツ、お尻拭き、ミルク、哺乳瓶、哺乳瓶の消

毒剤、おもちゃや絵本、離乳食、おやつなど

大震災では、消防車や救急車は、道路が寸断されるなどし、

すぐに駆けつけることができません。また、支援物資もすぐ

に配られるとも限りません。そんなとき隣近所の支え合いは、

ますます重要になってきます。 

もしものときすぐに活かせる人とのつながりを、地域の行

事や活動を繰り返し続けていくことで、つくっていきましょ

う。その際、これまでの慣習にとらわれることなく、男女共

に各世代からの参加と、積極的な意見を出し合い反映させる

必要があります。 

◆もしものときすぐに活かせるのは「人との支え合い」 

◎あなたは地区の避難所、家族との連絡方法を確認していますか？ 

各地区の避難所は、五所川原市公式ホームページの「五所川原市避難所一覧表」を

確認するか、直接五所川原市総務課へお問い合わせください。また災害時は、携帯電

話、固定電話等もつながりにくいため、災害の状況に応じた家族同士の連絡方法につ

いて決めておくと安心です。 

◆◆◆◇◇◇◆◆◆◇◇◇◆◆◆◇◇◇◆◆◆◇◇◇◆◆◆◇◇◇◆◆◆◇◇◇◆◆◆◇◇◇◆◆◆◇◇◇◆◆◆◇◇◇ 

 

災害時は、「自助→共助→公助」が重

要です。「自助」は自分の身の安全、「共

助」が地域での支え合い、「公助」が公

の援助、支援になります。災害時は、

これらが互いに連携し一体となること

で、被害を最小限にできるとともに、

早期の復旧・復興につながるものとな

ります。 

＊「自助→共助→公助」とは･･･

◆自主防災組織を 

男女共同参画でつくりましょう 

＊自主防災組織とは･･･ 
 
大きな災害が発生した際、地域住民

が的確に行動し、被害を最小限に止め

るため、日頃から地域内の安全点検や

住民への防災知識の普及･啓発、防災

訓練の実施などを行います。 

また、実際に地震が発生した際には、

初期消火活動、被災者の救出･救助、

情報の収集や避難所の運営といった活

動を行うなど、非常に重要な役割を担

う組織を自主防災組織といいます。

  
 
 
 
                                                                                                                                                                                                                            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
                                         
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                 
   
 
  
                                         
 
                                          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  
  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
             
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◇◆◇ 編 集 後 記 ◇◆◇ 

   

 

惨い試練は忘れた頃にやってきます。 

    防災や減災の取り組みが必要です。 

     自分のできることからしたいと思います。（Ｃ）

平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災。五所川原市では、大きな被害はなかっ

たものの、日頃からの備えが大切であることを実感したのではないでしょうか。 

今回の経験を踏まえ、男女共同参画の視点から防災の備えについてもう一度考えてみま

せんか。 

    

 

※この情報紙は市民からの公募による編集委員によっ

て作成されています。 

女性（Female）と男性（Male）がともに支え合い、

対等な立場で社会（Society）を形成することを願っ

て‼  

第１３号 企画課 男女共同参画室（内線２１５６）

防防防災災災ののの備備備えええをををしししててていいいままますすすかかか？？？
～今回の震災から学ぶ～ 

被災地での生活支援活動が本格化するのは３日後と言われています。それまでの時間を乗

り越えるため、どのような備えをするべきでしょうか。とくに、子育て中の家族、高齢者な

ど、災害時の不安を減らすため、災害の時に必要と思われるものをあげてみました。 

●高齢者、要介護者、障がい者・・・ 
オムツ類、口腔ケア用品、メガネ、服用中の 

薬、薬の一覧、ドライシャンプー、杖、歩行器、

車椅子、補聴器、補聴器の電池、筆談のための 

用紙、点字器、救助を求めるための笛やブザー、

連絡先の書かれた身分証明書など 

●妊婦・・・ 
母子健康手帳、

入院準備品、子育

て中の家族に準じ

た赤ちゃん用品な

ど

●その他・・・ 
化粧品類、生理用品、ひげそりなど 

●共通して備えておけばいいもの・・・ 

飲料水、非常食、現金、貴重品、懐中電灯、 

ラジオ、乾電池、ヘルメット、頭巾、毛布、衣 

類、タオル類、軍手、靴、笛、応急医薬品、筆 

記用具、はさみ、携帯トイレ、トイレットペー 

パー、ウェットティッシュ、スリッパ、マスク、

携帯電話など 

☆★☆ 編集スタッフ ☆★☆          境谷 葉子、福士 千恵子 、三由 恵子、千葉 敦子

▼さんかく編集委員募集！！ 
 

  男女共同参画に興味のある方、それほど

でもないけれど編集委員をやってみたい方。

男女問いません。まずは、ご連絡ください。
 

◎企画課男女共同参画室 

℡0173-35-2111 内線2156 

Ｅメール： danjo@city.goshogawara.lg.jp 

 

※災害の時に必要なものは人それぞれ違います。 

自分たちにとって必要なものは何か、この機会に考えてみましょう。

五所川原市の防災担当である総務課では、自主防災組

織を町内会活動に取り入れるようお願いしており、現在

１４団体が自主防災組織を設立しています。 

自主防災組織は、全国的に見ると、運営の主体がほと

んど男性です。地域をよく知る女性が防災活動に積極的

に参画することで、災害時女性特有のニーズや悩みに対

応することができ、より実効性のあるものになります。

総務課では、組織設立のための相談、支援にも応じて

いますので、各町内会で話し合い、男女共同参画で自主

防災組織をつくりましょう。 

☆男女共同参画の視点から見た防災の備え 

●子育て中の家族・・・ 
抱っこ紐又はスリング、母子手帳、紙オム

ツ、お尻拭き、ミルク、哺乳瓶、哺乳瓶の消

毒剤、おもちゃや絵本、離乳食、おやつなど

大震災では、消防車や救急車は、道路が寸断されるなどし、

すぐに駆けつけることができません。また、支援物資もすぐ

に配られるとも限りません。そんなとき隣近所の支え合いは、

ますます重要になってきます。 

もしものときすぐに活かせる人とのつながりを、地域の行

事や活動を繰り返し続けていくことで、つくっていきましょ

う。その際、これまでの慣習にとらわれることなく、男女共

に各世代からの参加と、積極的な意見を出し合い反映させる

必要があります。 

◆もしものときすぐに活かせるのは「人との支え合い」 

◎あなたは地区の避難所、家族との連絡方法を確認していますか？ 

各地区の避難所は、五所川原市公式ホームページの「五所川原市避難所一覧表」を

確認するか、直接五所川原市総務課へお問い合わせください。また災害時は、携帯電

話、固定電話等もつながりにくいため、災害の状況に応じた家族同士の連絡方法につ

いて決めておくと安心です。 

◆◆◆◇◇◇◆◆◆◇◇◇◆◆◆◇◇◇◆◆◆◇◇◇◆◆◆◇◇◇◆◆◆◇◇◇◆◆◆◇◇◇◆◆◆◇◇◇◆◆◆◇◇◇ 

 

災害時は、「自助→共助→公助」が重

要です。「自助」は自分の身の安全、「共

助」が地域での支え合い、「公助」が公

の援助、支援になります。災害時は、

これらが互いに連携し一体となること

で、被害を最小限にできるとともに、

早期の復旧・復興につながるものとな

ります。 

＊「自助→共助→公助」とは･･･

◆自主防災組織を 

男女共同参画でつくりましょう 

＊自主防災組織とは･･･ 
 
大きな災害が発生した際、地域住民

が的確に行動し、被害を最小限に止め

るため、日頃から地域内の安全点検や

住民への防災知識の普及･啓発、防災

訓練の実施などを行います。 

また、実際に地震が発生した際には、

初期消火活動、被災者の救出･救助、

情報の収集や避難所の運営といった活

動を行うなど、非常に重要な役割を担

う組織を自主防災組織といいます。



◎
日
本
舞
踊
藤
間
流
彩
扇
会
（
藤
間
綾

　

彩
代
表
）
８
名
＝
歌
、
舞
踊
訪
問

　
（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ
）

◎
五
所
川
原
第
一
中
学
校
昭
和
42
年
３

　

月
卒
業
生
同
期
会
（
被
災
者
支
援
へ
）

◎
五
所
川
原
建
設
協
会
（
奈
良
孝
男
会

　

長
）
＝
除
排
雪
作
業
（
10
ト
ン
ダ
ン

　

プ
２
日
間
合
計
62
台
）

　

例
年
に
な
い
降
雪
の
影
響
に
よ
り
、

通
行
等
に
障
害
を
来
し
て
い
る
新
生
大

橋（
延
長
０
・５
㎞
）、
下
平
井
町
姥
萢
線

（
延
長
３
・
２
㎞
）
の
除
排
雪
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

善
意
の
花
か
ご

～
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
～
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新たな歴史と伝統を
金木中学校閉校式

「
ふ
る
さ
と
」
を
歌
う
金
木
中
生
徒

三
浦
賢
人
さ
ん（
中
央
）

　

金
木
南
中
学
校
と
統
合
す
る
金
木
中

学
校
（
堀
内
勲
校
長
）
が
、
１
月
28
日
、

閉
校
式
を
行
い
、
生
徒
や
保
護
者
ら

２
５
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

金
木
中
学
校
は
、
昭
和
22
年
に
創
立

さ
れ
「
真
・
和
・
健
」
の
校
訓
の
も
と
、

交
通
安
全
や
人
権
擁
護
活
動
で
表
彰
さ

れ
た
ほ
か
、
部
活
動
で
は
相
撲
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
、
陸
上
、
吹
奏
楽
部
な
ど
が

全
国
大
会
や
東
北
大
会
で
優
秀
な
成
績

を
収
め
て
き
ま
し
た
。

　

65
年
の
歴
史
の
な
か
で
約
８
８
０
０

名
の
卒
業
生
を
輩
出
し
て
き
ま
し
た
が
、

４
月
か
ら
金
木
南
中
と
統
合
し
、
新

生
「
金
木
中
学
校
」
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

　

式
で
は
、
生
徒
会
長
の
木
村
秀
呂
さ

ん
が
「
学
ん
だ
こ
と
、
思
い
出
は
心
の

支
え
で
す
。
伝
統
の
重
み
を
忘
れ
ず
、

新
た
な
金
木
中
を
築
い
て
い
き
ま
す
」

と
述
べ
、
生
徒
全
員
で
「
ふ
る
さ
と
」

を
合
唱
し
た
後
、
参
加
者
全
員
で
校
歌

を
斉
唱
、
新
た
な
金
木
中
学
校
の
発
展

を
誓
い
ま
し
た
。

■
４
月
に
統
合
す
る
小
・
中
学
校
一
覧

・
飯
詰
小
、
沖
飯
詰
小
、
一
野
坪
小
、

毘
沙
門
小
…
「
い
ず
み
小
学
校

（
現
・
飯
詰
小
校
舎
）」
へ

・
金
木
中
、
金
木
南
中
…
「
金
木
中
学

校
（
現
・
金
木
中
校
舎
）」
へ

　

第
49
回
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
に

出
場
す
る
五
所
川
原
第
三
中
学
校
ス

キ
ー
部
の
選
手
ら
が
１
月
27
日
、
市
長

を
訪
問
し
、
健
闘
を
誓
い
ま
し
た
。

　

大
回
転
競
技
に
出
場
す
る
三
浦
賢
人

さ
ん
（
五
三
中
２
年
）
は
「
悔
い
の
無

い
滑
り
で
10
位
以
内
に
入
る
」
と
大
会

で
の
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

五
三
中
ス
キ
ー
部
か
ら
全
国
大
会
出

場
は
、
初
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
来
庁
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

同
大
会
の
純
飛
躍
、
複
合
に
は
、
金
木

南
中
３
年
の
木
下
雄
登
さ
ん
、
同
１
年

の
山
中
隆
寛
さ
ん
、
同
１
年
の
三
上
紘

輝
さ
ん
も
出
場
し
ま
す
。

全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
出
場
報
告

五所川原市管内　1 月の火災、救急、救助出動件数　（単位：件）

区　分
火 災 救 急 救 助

月 別 累 計 月 別 累 計 月 別 累 計
平成24年 0 0 180 180 5 5
平成23年 4 4 187 187 2 2
比　　較 △ 4 △ 4 △ 7 △ 7 3 3
全国統一
防火標語 消したはず　決めつけないで　もう一度

お問い合わせ / 五所川原地区消防事務組合消防本部　@35―2019（内線 28）

火災・救急出動概況

介護保険料

第８期

国民健康保険税

第８期 第８期

後期高齢者
医療保険料

２月 29日(水)は
以下の納期限です。忘れずに納めましょう。

収納課
内線2248～2251

介護福祉課
内線2452･2453

国保年金課
内線2337･2338
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■
支
給
対
象
者

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
方
で
医
療
費
と

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
両
方
を
負
担
し
て
い
る
方
が
支
給
の

　

対
象
と
な
り
ま
す
。
世
帯
内
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

　

加
入
し
て
い
る
方
が
複
数
い
る
場
合
は
、
世
帯
で
合
算
し

　

ま
す
。

■
対
象
期
間

　

毎
年
８
月
１
日
か
ら
翌
年
７
月
31
日
ま
で
の
一
年
間

■
支
給
額

　

所
得
区
分
に
応
じ
て
自
己
負
担
限
度
額（
表
１
）
が
あ
り
、

　

支
払
っ
た
自
己
負
担
額
が
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
場

　

合
に
、
超
え
た
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
支
給
申
請

　

支
給
を
受
け
る
に
は
必
ず
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
支
給
の
要
件
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
世
帯
に
は
、

　

２
月
下
旬
に
青
森
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
支

　

給
申
請
の
お
知
ら
せ
を
お
送
り
し
ま
す
。
お
知
ら
せ
が
届

　

い
た
方
は
国
保
年
金
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

　

・
支
給
申
請
書　

　

・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

　

・
介
護
保
険
被
保
険
者
証

　

・
印
鑑（
認
印
）

　

・
通
帳
、
通
帳
の
コ
ピ
ー
等
口
座
情
報
の
わ
か
る
も
の

　

平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
、
高
額

な
外
来
診
療
を
受
け
た
と
き
、
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
や

被
保
険
者
証
を
提
示
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
ひ
と
月
の
医
療
機
関
等
の

窓
口
で
の
支
払
い
が
一
定
の
金
額
に

と
ど
め
ら
れ
ま
す
。

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
の
方
は
、
事

前
に
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
、
国
保
年
金
課
へ
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

◇
既
に
有
効
期
限
が
平
成
24
年
７
月
31

　

日
の
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

　

額
認
定
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

　

は
、
あ
ら
た
め
て
申
請
す
る
必
要
は

　

あ
り
ま
せ
ん
。

◇
申
請
方
法
等
詳
し
く
は
、
国
保

年
金
課
ま
た
は
青
森
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
℡
０
１
７

（
７
２
１
）
３
８
２
１
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
被
保
険
者
が
亡
く
な
ら
れ
て
い
る
場
合
は
受
領
申
立
書
の

　

提
出
が
必
要
で
す
。

◇
被
保
険
者
以
外
の
方
が
申
請
、
受
領
す
る
場
合
は
委
任
状
が

　

必
要
で
す
。

◇
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
の
助
成
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、

　

市
へ
受
領
を
委
任
す
る
委
任
状
が
必
要
で
す
。

◇
対
象
期
間
中
に
他
の
医
療
保
険
、
介
護
保
険
に
加
入
歴
が
あ

　

り
医
療
費
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
負
担
が
あ
る
場
合
は
、

　

そ
れ
ら
の
保
険
の
自
己
負
担
額
証
明
書
が
必
要
で
す
。

◇
対
象
期
間
の
途
中
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
た

　

方
や
転
入
し
て
き
た
方
等
が
い
る
世
帯
、
７
月
31
日
時
点
で

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の
資
格
を
死
亡
・
生
保
加
入
に

　

よ
り
喪
失
し
て
い
る
方
が
い
る
世
帯
に
は
、
支
給
対
象
と
な

　

る
世
帯
で
も
、
支
給
申
請
の
お
知
ら
せ
が
送
ら
れ
な
い
場
合

　

が
あ
り
ま
す
の
で
、
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
方
は
国
保
年

　

金
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
の
み
な
さ
ん
へ
国
保
年
金
課

内
線
２
３
３
７
・
２
３
３
８

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
支
給
申
請
の
お
知
ら
せ

高
額
な
外
来
診
療
を
受
け
る
方
へ

（表１）自己負担限度額

所得区分
自己負担
限 度 額

現役並み所得者 67 万円

一般 56 万円

低所得Ⅱ 31 万円

低所得Ⅰ 19 万円

低所得Ⅱ：
　世帯員全員が住民税非課税
低所得Ⅰ：
　世帯全員が住民税非課税で、
　世帯員全員の各所得が０円

高額な外来診療受診者 事前の手続き 病院・薬局などで

住民税非課税世帯等の方
｢ 限度額適用・標準負担
額減額認定証 ｣ の交付を
申請してください

｢ 限度額適用・標準負担
額減額認定証 ｣ を窓口に
提示してください

住民税非課税世帯等ではない方 必要ありません
｢ 後期高齢者医療被保険
者証 ｣ を窓口に提示して
ください

ト
し
ま
す
。

　

式
で
は
、
生
徒
会
長
の
木
村
秀
呂
さ

ん
が
「
学
ん
だ
こ
と
、
思
い
出
は
心
の

支
え
で
す
。
伝
統
の
重
み
を
忘
れ
ず
、

新
た
な
金
木
中
を
築
い
て
い
き
ま
す
」

と
述
べ
、
生
徒
全
員
で
「
ふ
る
さ
と
」

を
合
唱
し
た
後
、
参
加
者
全
員
で
校
歌

を
斉
唱
、
新
た
な
金
木
中
学
校
の
発
展

を
誓
い
ま
し
た
。

■
４
月
に
統
合
す
る
小
・
中
学
校
一
覧

・
飯
詰
小
、
沖
飯
詰
小
、
一
野
坪
小
、

毘
沙
門
小
…
「
い
ず
み
小
学
校

（
現
・
飯
詰
小
校
舎
）」
へ

・
金
木
中
、
金
木
南
中
…
「
金
木
中
学

校
（
現
・
金
木
中
校
舎
）」
へ
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【
１
】
事
業
概
要

　

介
護
保
険
施
設
・
事
業
所
に
お
い
て
、

新
規
学
卒
未
就
職
者
、
離
職
失
業
者
を

新
た
に
雇
用
し
、
介
護
業
務（
補
助
的

業
務
）
に
従
事
さ
せ
な
が
ら
、
介
護
資

格（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
）
の
取
得

を
支
援
す
る
委
託
事
業
で
す
。

　

介
護
資
格
取
得
の
た
め
の
養
成
講

座
受
講
時
間
も
含
め
た
雇
用
期
間
中

の
労
働
者
の
賃
金
、
養
成
講
座
受
講
料

等
が
委
託
事
業
費
に
含
ま
れ
ま
す
。

【
２
】
実
施
期
間

　

平
成
24
年
４
月
１
日
～

　
　
　

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で

【
３
】
事
業
規
模

　

15
名
以
内（
原
則
１
事
業
所
１
名
）

【
４
】
委
託
業
務
の
内
容

①
労
働
者
の
募
集

　

施
設
・
事
業
所
は
、
介
護
資
格（
ホ

　

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
）
の
資
格
取
得

　

を
目
指
す
新
規
学
卒
未
就
職
者
、

　

離
職
失
業
者
を
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等

　

を
通
じ
て
募
集
し
、
雇
用
し
ま
す
。

②
養
成
講
座
の
受
講

　

雇
用
者
に
対
し
、
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

を
作
成
し
、
養
成
講
座（
ホ
ー
ム
ヘ

　

ル
パ
ー
２
級
）
を
受
講
さ
せ
ま
す
。

③
介
護
業
務
へ
の
従
事

　

雇
用
者
に
対
し
、
養
成
講
座
の
カ

　

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
合
わ
せ
て
週
40
時

　

間
（
養
成
講
座
の
受
講
時
間
、
養

　

成
施
設
と
受
入
施
設
・
事
業
所
と

　

の
移
動
時
間
を
含
む
）
を
上
限
に

　

介
護
業
務
に
従
事
さ
せ
ま
す
。

　

勤
務
時
間
、
休
憩
時
間
等
に
つ
い
て

　

は
受
入
施
設
・
事
業
所
に
お
け
る
就

　

業
規
則
等
を
適
用
し
ま
す
。

④
賃
金
の
支
払
い

　

雇
用
者
に
対
し
、
養
成
講
座
受
講
時

　

間
、
養
成
施
設
と
受
入
施
設
・
事
業

　

所
と
の
移
動
時
間
を
含
め
雇
用
期

　

間
中
の
賃
金
を
支
払
い
ま
す
。

⑤
雇
用
期
間
終
了
後
の
対
応

　

雇
用
契
約
が
終
了
し
た
雇
用
者
に

　

対
し
、
正
規
職
員
と
し
て
の
雇
用
契

　

約
の
継
続
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

⑥
報
告
義
務

　

雇
用
者
の
講
座
の
受
講
や
雇
用
状

　

況
な
ど
に
つ
い
て
、
介
護
福
祉
課
に

　

報
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
５
】
受
託
事
業
者
の
募
集
期
間

　

平
成
24
年
２
月
15
日
我
～

　
　
　

平
成
24
年
２
月
23
日
牙

【
６
】
対
象
事
業
者

　

下
表
、
対
象
の
可
否
が
○
で
、
主
た

る
施
設
・
事
業
所
の
所
在
地
が
五
所
川

原
市
の
法
人
。

【
７
】
募
集
方
法
等

　

必
要
書
類
を
介
護
福
祉
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
様
式
等
は
、
介
護
福

祉
課
の
ほ
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

入
手
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

介
護
福
祉
課

　

内
線
２
４
５
２
・
２
４
５
３

　

市
で
は
、
国
の
緊
急
雇
用
施
策
の
一
環
で
あ
る
地
域
人
材
育
成
事
業
と
し
て「
介
護
雇
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
事

業
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
新
規
学
卒
未
就
職
者
や
離
職
失
業
者
に
対
し
て
介
護
職
場
で
の
就
業
機
会
を
創
出
し
、
雇

用
を
拡
大
さ
せ
る
と
同
時
に
介
護
資
格
の
取
得
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
介
護
分
野
の
人
材
の
確
保
、
育
成
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

地
域
人
材
育
成
事
業
「
介
護
雇
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
」
の
受
託
事
業
者
を
募
集
し
ま
す

■
対
象
施
設
・
事
業
所施

設
・
事
業
所
の
種
類

対
象
の
可
否

介護保険
施　設

　

介
護
老
人
福
祉
施
設

　

介
護
老
人
保
健
施
設

　

介
護
療
養
型
医
療
施
設

○○○

指定居宅サービス・指定地域密着型サービス・
指定居宅介護支援事業者（介護予防含む）

（
介
護
予
防
）
訪
問
介
護

（
介
護
予
防
）
訪
問
入
浴
介
護

（
介
護
予
防
）
訪
問
看
護

（
介
護
予
防
）
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

（
介
護
予
防
）
居
宅
療
養
管
理
指
導

（
介
護
予
防
）
通
所
介
護

（
介
護
予
防
）
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

（
介
護
予
防
）
短
期
入
所
生
活
介
護

（
介
護
予
防
）
短
期
入
所
療
養
介
護

（
介
護
予
防
）
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護

（
介
護
予
防
）
福
祉
用
具
貸
与

（
介
護
予
防
）
特
定
福
祉
用
具
販
売

　

夜
間
対
応
型
訪
問
介
護

（
介
護
予
防
）
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

（
介
護
予
防
）
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

（
介
護
予
防
）
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

　

地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護

　

地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護

　

介
護
予
防
支
援
事
業
所
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

居
宅
介
護
支
援

○○×××○○○○○××○○○○○○××

老人福祉施設

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
一
般
・
盲
）

　

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
（
Ａ
型
・
Ｂ
型
・
ケ
ア
ハ
ウ
ス
）

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
特
Ａ
型
・
Ａ
型
・
Ｂ
型
）

　

老
人
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

○○○××



平成 24年 ２ 月  15 日　五所川原市役所　@35－ 21119 広報への有料広告を募集しています／広報係　内線 2117

　

今
年
度
、
市
民
提
案
型
事
業
に
採
択
さ
れ
た
団
体
が
参
加

す
る
、
事
業
の
成
果
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

地
域
づ
く
り
活
動
に
関
心
の
あ
る
方
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
町

内
会
な
ど
す
で
に
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

　

入
場
料
は
無
料
、
申
込
み
不
要
で
す
。
当
日
、
直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

２
月
26
日
蚊　

13
時
～

■
会
場　

市
民
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
１
階
大
会
議
室

■
報
告
会
内
容

（1）
実
施
団
体
に
よ
る
成
果
発
表

①
は
じ
め
の
一
歩
事
業（
４
団
体
）
▽
転
倒
予
防
教
室
い
き

　

い
き
プ
ラ
ザ（
楽
し
く
生
き
が
い
づ
く
り
を
目
指
す
団
体

　
「
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
」）
▽
市
浦
地
区
華
や
か
運
動（
市
浦

　

商
工
会
女
性
部
）
▽
ご
し
ょ
が
わ
ら
街
歩
き
ガ
イ
ド
事
業

　
（
津
軽
鉄
道
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
）
▽
安
藤
の
郷
づ
く

　

り
事
業（
安
藤
の
郷
応
援
隊
）

②
市
民
提
案
型
事
業（
５
団
体
）
▽「
ご
し
ょ
山
宝
汁
」
地
域

　

賑
わ
い
創
出
事
業（
五
所
川
原
商
工
会
議
所
女
性
会
）
▽

　

市
浦
地
域
に
お
け
る
里
山
再
生
と
自
然
体
験
事
業（
な
ん

　

で
も
か
だ
る
べ
し
～
う
ら
）
▽
太
宰
治
検
定
お
よ
び
検
定

　

ツ
ア
ー
の
Ｐ
Ｒ
活
動（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
お
ま
ち
第
２
集
客

　

施
設
整
備
推
進
協
議
会
）
▽
太
宰
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ヒ
ス
ト

　

リ
ー
ロ
ー
ド
整
備
事
業（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
な
ぎ
元
気
倶
楽

　

部
）
▽
じ
ょ
っ
ぱ
り
ロ
ー
ド
徒
歩
事
業
２
０
１
１
～
Ｏ
Ｍ

　

Ｏ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｒ
Ｉ
へ
の
旅
～（
社
団
法
人
五
所
川
原
青
年
会

　

議
所
）

（2）
実
施
団
体
、
市
民
提
案
型
事
業
審
査
会
委
員
に
よ
る
フ
リ

　

ー
ト
ー
ク

（3）
講
評　

弘
前
大
学
大
学
院
地
域
社
会
研
究
科
教
授（
市
民

　

提
案
型
事
業
審
査
会
長
）
檜
槇
貢
氏

　

皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
ま
ち
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

市
民
提
案
型
事
業
は
、
自
主
的
な
市
民
活
動
を
育
み
、
皆

さ
ん
の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
地
域
課
題
を
解
決
し
、
地
域
を
元
気

に
す
る
た
め
の
公
益
的
活
動
費
用
の
一
部
を
市
が
助
成
す
る

制
度
で
す
。

■
申
請
者
の
要
件

　

市
内
で
公
益
的
活
動
を
行
う
５
人
以
上
の
市
民
団
体
ま
た

　

は
グ
ル
ー
プ

■
補
助
金
の
種
類
な
ど

（1）
は
じ
め
の
一
歩
事
業（
こ
れ
か
ら
活
動
を
は
じ
め
よ
う
と

　

す
る
団
体
の
活
用
費
用
の
一
部
を
助
成
）

　

・
補
助
率
５
分
の
４
／
補
助
金
限
度
額
30
万
円

（2）
市
民
提
案
型
事
業（
地
域
を
元
気
に
す
る
た
め
の
公
益
的

　

活
動
を
行
う
団
体
の
活
動
費
用
の
一
部
を
助
成
）

　

・
補
助
率
３
分
の
２
／
補
助
金
限
度
額
１
０
０
万
円

■
申
請
方
法　

　

市
民
提
案
型
事
業
補
助
金
交
付
申
請
書
な
ど
の
必
要
書
類

　

を
２
月
29
日
我
ま
で
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
、

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
企
画
課
へ
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
23
年
度
市
民
提
案
型
事
業

　
　
　
　

成
果
報
告
会
を
開
催
し
ま
す

２
月
29
日
締
切
！

平
成
24
年
度
市
民
提
案
型
事
業
募
集
中
！

市
民
提
案
型
事
業
の
お
知
ら
せ

「
災
害
・
避
難
情
報
」
の
配
信
に
つ
い
て

企
画
課

内
線
２
１
５
２
・
２
１
５
３
　　

市
で
は
、
平
成
23
年
９
月
１
日
か
ら
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
が
提
供
す
る
緊
急
速
報

「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」
に
て
携
帯
電
話
へ「
災
害
・
避
難
情
報
」
の
配
信
を
開
始
し
て

い
ま
す
が
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
と
ａ
ｕ（
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
）
の
携
帯
電
話
へ
も
配
信
を
開

始
し
ま
し
た（
い
ず
れ
も
対
応
機
種
に
限
り
ま
す
）。

ソ
フ
ト
バ
ン
ク

　

緊
急
速
報
メ
ー
ル「
災
害
・
避
難
情
報
」
…
平
成
24
年
１
月
30
日
か
ら
開
始

ａ
ｕ（
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
）　

　

緊
急
速
報
メ
ー
ル「
災
害
・
避
難
情
報
」
…
平
成
24
年
１
月
31
日
か
ら
開
始

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ

　

緊
急
速
報「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」
…
平
成
23
年
９
月
１
日
か
ら
開
始
済
み

＊「
災
害
・
避
難
情
報
」
は
、
携
帯
電
話
の
状
況
に
よ
っ
て
は
配
信
さ
れ
な
い
場

　

合
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
対
応
し
な
い
機
種
や
設
定
が
必
要
な
機
種
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

　

く
は
各
携
帯
電
話
キ
ャ
リ
ア
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
シ
ョ
ッ
プ
窓
口
に
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
災
害
・
避
難
情
報
」
と
は
？

　

市
が
配
信
元
と
な
り
、
配
信
時
に
市
内
に
い
る
方
を
対
象
に
、
携
帯

電
話
へ
避
難
勧
告
、
避
難
指
示
、
洪
水
情
報
、
土
砂
災
害
情
報
、
大

規
模
テ
ロ
情
報
な
ど
緊
急
性
の
高
い
情
報
を
お
伝
え
す
る
も
の
で
す
。

　

利
用
料
・
通
信
料
は
無
料
で
す
。

◎
総
務
課　

内
線
２
１
１
２
～
２
１
１
６
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次の方は申請した月の翌月分からの支給となります。
（３月までに申請してもさかのぼって受け取れません）
● 10 月以降に他の市町村より転入した方
● 10 月以降にお子さんが生まれた方
　　　　　　　　　お早めに申請してください。

・市民課１番窓口　  内線 2316・2317
・金木総合支所総合窓口係
　（子ども手当担当）内線 3103
・市浦総合支所総合窓口係
　（子ども手当担当）内線 4010

　耐震診断の結果を受けて、中央小学校
校舎、屋内運動場を新築します。
　工事は、安全管理を徹底してまいりま
すので、ご理解、ご協力をお願いします。
■工事期間　平成 24年１月 31日
　　　　　　～平成 26年３月 31日
■建築工事　
　校舎、渡り廊下、屋内運動場　各１棟
■解体工事　
　既存校舎および屋内運動場全棟
■工事概要
・校舎、屋内運動場新築工事（杭打・建築・

電気設備・機械設備工事）
・旧校舎、旧屋内運動場解体工事
※新校舎、新屋内運動場の完成後に移転

し、旧校舎、旧屋内運動場の解体を行
います。また建築、解体工事終了後の
平成 26 年度にグラウンド整備等外構工
事を計画しています。

◎工事期間中お気づきの点は、教育総務課（内線 3304、3305）へ

申請はお済みですか？

中央小学校建設についてのお知らせ

昨年10月からの「子ども手当」

中学校卒業前までのお子さんを持つ方へ

10 月に（９月分まで）受け取っていた方も含め、
対象のお子さんを持つ方はすべて、申請する必要があります。

（公務員の方は勤務先へ申請してください）

平成24年３月30日（金）までに
必ず申請してください !!

期限までに申請を行わなかった場合は、
　　　　　手当を受け取ることができなくなります !!

ご注意ください！ お問い合わせ・申請先

※工事車両出入口は○印を予定しています。

旧校舎

新校舎

大型車両通行道路
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■
事
業
内
容
・
補
助
率
等　

　

下
表
の
と
お
り

■
事
業
の
特
徴

　

・
個
人
で
事
業
を
実
施
で
き
ま
す

　

・
自
力
施
工
が
で
き
、
工
事
費
を
軽
減

　

で
き
ま
す（
改
植
）

　

・
同
じ
品
種
へ
の
改
植
は
対
象
外
で
す
。

　

た
だ
し
、
普
通
樹
か
ら
わ
い
化
へ
の

　

改
植
は
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
申
込
期
間　

平
成
24
年
２
月
末
ま
で

◎
申
込
先　

農
協
り
ん
ご
出
荷
者
は
出

　

荷
の
あ
る
各
農
協
へ
。
農
協
以
外
の

　

出
荷
者
は
農
林
水
産
課
（
内
線

　

２
５
１
６
）
ま
で
。

　

１
の
補
助
事
業
で
改
植
さ
れ
た
方
（
５
ａ
以
上
）
を
対
象
に
未
収
益
期
間
中
の

維
持
管
理
経
費
に
対
し
10
ａ
あ
た
り
５
万
円
を
４
年
間
分
一
括
交
付
し
ま
す
。

■
改
植
に
係
る
補
助
金
額
（
予
定
）

　
（
例
）
普
通
樹（
つ
が
る
）
を
わ
い
化（
ト
キ
）
に
し
た
場
合（
10
ａ
あ
た
り
）

　

１
に
よ
る
補
助
金
32
万
円
に
加
え
、
５
万
円
×
４
年
間
＝
20
万
円

■
申
込
期
間　

平
成
24
年
２
月
末
ま
で

◎
申
込
先　

農
協
り
ん
ご
出
荷
者
は
出
荷
の
あ
る
各
農
協
へ
。
農
協
以
外
の
出
荷

　

者
は
農
林
水
産
課
（
内
線
２
５
１
６
）
ま
で
。

　

市
で
は
、
平
成
24
年
産
の
「
り
ん
ご
共
済
」
の
加
入
者
に
対
し
、
掛
金
の
一
部

を
助
成
す
る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

共
済
掛
金
も
必
要
経
費
と
と
ら
え
、
こ
れ
を
機
に
果
樹
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

■
り
ん
ご
共
済
の
紹
介
～
特
定
危
険
方
式
（
被
害
限
定
補
償
）

　

▽
風
プ
ラ
ン
…
暴
風
雨
が
対
象
▽
ひ
ょ
う
プ
ラ
ン
…
ひ
ょ
う
害
が
対
象
▽
霜
プ

　

ラ
ン
…
凍
霜
害
が
対
象
▽
風
・
ひ
ょ
う
プ
ラ
ン
…
暴
風
雨
と
ひ
ょ
う
害
が
対
象

　

▽
風
・
ひ
ょ
う
・
霜
プ
ラ
ン
…
暴
風
雨
・
ひ
ょ
う
害
・
凍
霜
害
が
対
象

＊
暴
風
雨
は
最
大
風
速
１
３
・
９
ｍ
／
毎
秒
以
上
ま
た
は
最
大
瞬
間
風
速
２
０
・
０

　
ｍ
／
毎
秒
以
上
の
風
害
に
よ
る
落
果
お
よ
び
樹
上
損
傷
の
被
害
が
対
象
で
す
。

■
助
成
割
合　

り
ん
ご
共
済
全
プ
ラ
ン
の
掛
金
部
分
を
一
律
10
％
助
成

■
助
成
の
方
法　

掛
金
等
全
額
を
共
済
組
合
へ
お
支
払
く
だ
さ
い
。
市
か
ら
共
済

　

組
合
を
経
由
し
て
掛
金
の
一
部
を
還
付
し
ま
す
。

■
申
込
期
間　

３
月
26
日
俄
ま
で

◎
お
問
い
合
わ
せ
先　

・
共
済
制
度
…
津
軽
広
域
農
業
共
済
組
合
果
樹
課　

℡（
33
）１
５
１
３

・
助
成
事
業
…
市
役
所
農
林
水
産
課　

℡（
35
）２
１
１
１　

内
線
２
５
１
６

平
成
24
年
度
補
助
事
業
募
集
の
お
知
ら
せ

果
樹
経
営
支
援

対
策
事
業

果
樹
未
収
益
期
間
対
策
事
業

果
樹
共
済
加
入
促
進
事
業

１

２３

り
ん
ご
農
家
の

　
　

皆
さ
ん
へ

事業内容 補助率 実施要件 助成対象者

優良品目･品種への改良
①りんご→わい化りんごへ
②りんご→普通樹りんごへ
③その他の果樹

①定額（32万円/10ａ）
②定額（16万円/10ａ）
③１／２以内

地続きで２ａ以上
（過去に国庫事業で改
植した場合は８年経過
していること）

産地計画で位置づけ
られた担い手農業者

（認定農業者および
本人または後継者が
70歳未満で果樹経営
面積が80ａ以上の農
業者）

小規模園地整備
①園内道の整備
②傾斜の緩和
③排水路の整備
④土壌土層改良

１／２以内 ①～③は10ａ以上
④は２ａ以上

用水・かん水施設設置 １／２以内 10ａ以上

防霜ファン・暴風網の整備 １／２以内 10ａ以上で果樹共済に
加入していること

条件付新植 １／２以内 ２ａ以上

廃園（りんご園） 定額（８万円／10ａ）

・

・

２ａ以上で伐採後果
樹を植裁しないこと
担い手への園地集積

・

・

担い手農業者以外
も実施可能
すでに廃園してい
る園地は対象外
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国
で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
農
地
の
利
用
集
積
を
促
進
す
る
た
め
の
「
農
地
集

積
協
力
金
」
と
、
青
年
就
農
者
の
定
着
の
た
め
の
「
青
年
就
農
給
付
金
」
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
を
実
施
す
る
た
め
に
は
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
（
地
域
農
業
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
）
」
の
作
成
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

事
業
や
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
農

業
者
の
皆
さ
ん
、
新
規
就
農
を
お
考
え
の
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

１
．
農
地
の
利
用
集
積
を
促
進
（
農
地
集
積
協
力
金
）

　

地
域
の
中
心
と
な
る
経
営
体
に
、
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体
を
通
じ
て
農
地

が
集
積
さ
れ
る
こ
と
が
確
実
と
見
込
ま
れ
る
場
合
に
、
市
が
、
そ
れ
に
協
力
す
る

方
に
対
し
て
協
力
金
を
交
付
し
ま
す
。

（
１
）
経
営
転
換
協
力
金

・
対
象　

離
農
等
に
よ
り
、
中
心
と
な
る
経
営
体
へ
農
地
を
提
供
す
る
農
業
者
戸

　
　
　
　

別
所
得
補
償
制
度
加
入
者
。
な
お
、
所
有
す
る
主
要
な
農
業
用
機
械
を

　
　
　
　

廃
棄
処
分
す
る
か
、
中
心
と
な
る
経
営
体
へ
無
償
譲
渡
す
る
必
要
が
あ

　
　
　
　

り
ま
す
。

・
協
力
金　

０
・
５
h
a
以
下
30
万
円
／
戸

　
　
　
　
　

０
・
５
h
a
超
～
２
h
a
以
下
：
50
万
円
／
戸

　
　
　
　
　

２
・
０
h
a
超
70
万
円
／
戸

＊
各
金
額
の
範
囲
内
で
交
付
し
ま
す
。

（
２
）
分
散
錯
圃
（
さ
く
ほ
）
解
消
協
力
金

・
対
象　

中
心
と
な
る
経
営
体
の
経
営
耕
地
に
隣
接
す
る
農
地
を
提
供
す
る
農
業

　
　
　
　

者
戸
別
所
得
補
償
制
度
加
入
者
。

・
協
力
金　

５
０
０
０
円
／
10
a

＊
金
額
の
範
囲
内
で
交
付
し
ま
す
。

２
．
青
年
就
農
者
の
定
着
支
援

　
　
　
　
　
　
　

（
青
年
就
農
給
付
金
・
経
営
開
始
型
）

　

就
農
後
の
定
着
を
図
る
た
め
、
経
営
が
不
安
定
な
就
農
直
後
（
５
年
以
内
）
に

給
付
金
を
交
付
し
ま
す
。

・
主
な
要
件　

　

①
就
農
時
の
年
齢
が
原
則
45
歳
未
満
で
あ
る
こ
と

　

②
独
立
・
自
営
就
農
（
経
営
開
始
計
画
を
作
成
し
、
主
体
的
に
農
業
経
営
を

　
　

行
っ
て
い
る
状
態
）
で
あ
る
こ
と

＊
平
成
20
年
４
月
以
降
に
独
立
・
自
営
就
農
し
た
方
も
対
象
で
す
が
、
給
付
は
就

　

農
後
５
年
目
ま
で
と
な
り
ま
す
。

・
給
付
額
・
給
付
期
間　

年
間
１
５
０
万
円
を
最
長
５
年
間
給
付

＊
給
付
金
を
除
い
た
本
人
の
前
年
の
総
所
得
が
2
5
0
万
円
を
超
え
た
場
合
や
適

　

切
な
就
農
を
行
っ
て
い
な
い
場
合
は
給
付
停
止
と
な
り
ま
す
。

説
明
会
日
程

・
金
木
地
区　

２
月
22
日
我　

10
時
～　

金
木
公
民
館
１
階
大
広
間

・
市
浦
地
区　

２
月
22
日
我　

14
時
～　

市
浦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

・
五
所
川
原
地
区　

２
月
23
日
牙　

10
時
～　

中
央
公
民
館
３
階
大
広
間

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
水
産
課

・
農
地
の
利
用
集
積
に
関
す
る
こ
と　

内
線
２
５
１
５

・
青
年
就
農
者
の
定
着
支
援
に
関
す
る
こ
と　

内
線
２
５
１
４

農
地
集
積
・
新
規
就
農
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　

平
成
24
年
度
新
規
事
業
の
お
知
ら
せ

意見
募集！

耳鼻科 小児科

山田葬儀社山田葬儀社
時間受付

－真心こめて旅立ちのお手伝い－

どうせ行くなら
天国へ
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パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
を

　
　
　
　
　
　
　
　

実
施
し
ま
す

①
五
所
川
原
市
老
人
福
祉
計
画
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画

　

「
五
所
川
原
市
老
人
福
祉
計
画
・
第
４
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
ま
で
に
実
施

し
て
き
た
事
業
の
検
討
や
そ
の
分
析
を
行
い
、
高
齢
化
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
平
成

37
年
度
を
展
望
し
、
高
齢
者
が
要
介
護
状
態
に
な
っ
た
場
合
で
も
、
可
能
な
限
り

そ
の
居
宅
に
お
い
て
、
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
す

る
た
め
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
し
た
計
画
案
で
す
。

②
五
所
川
原
市
第
２
期
障
害
者
計
画

　

障
害
者
施
策
全
般
の
基
本
的
な
指
針
と
今
後
の
方
向
性
に
関
す
る
第
２
期
計
画

案
で
す
。

③
五
所
川
原
市
第
３
期
障
害
福
祉
計
画

　

第
２
期
計
画
に
引
き
続
き
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
相
談
支
援
、
地
域
生
活
支
援

事
業
の
提
供
体
制
の
確
保
を
目
指
し
た
計
画
案
で
す
。

■
計
画
案
の
公
表
・
意
見
の
募
集
期
間

　

①
２
月
15
日
我
～
３
月
７
日
我　

②
③
２
月
15
日
我
～
３
月
16
日
画

■
閲
覧
場
所

・
①
介
護
福
祉
課
（
市
役
所
２
階
）
②
③
家
庭
福
祉
課
（
市
役
所
北
棟
１
階
）

・
①
～
③
市
役
所
、
各
総
合
支
所
の
行
政
資
料
ス
ペ
ー
ス
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

※
資
料
の
写
し
希
望
す
る
場
合
、
実
費
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
郵

　

送
料
・
写
し
の
実
費
を
ご
負
担
の
う
え
①
は
介
護
福
祉
課
へ
、
②
③
は
家
庭
福

　

祉
課
へ
資
料
郵
送
の
申
込
み
も
可
能
で
す
。

■
意
見
の
提
出
方
法

・
様
式
は
任
意
と
し
、
使
用
す
る
言
語
は
日
本
語
と
し
ま
す
。

・
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
の
提
出
と
し
ま
す
。

・
住
所
、
氏
名
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
記
載
の
な
い
も
の
は
、
提
出
意
見
と
し

　

て
取
り
扱
わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
意
見
内
容
の
確
認
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
連
絡
先
電
話
番
号
を
記
載

　

し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
さ
れ
た
意
見
に
つ
い
て　

　

市
の
意
見
を
付
し
て
公
表
し
ま
す（
提
出
者
の
氏
名
、
住
所
は
公
表
し
ま
せ
ん
）。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
意
見
の
提
出
先

①
〒
０
３
７

－

８
６
８
６　

　

五
所
川
原
市
字
岩
木
町
12
番
地　

五
所
川
原
市
福
祉
部
介
護
福
祉
課

　

℡
（
35
）
２
１
１
１
（
内
線
２
４
５
１
）　

F
A
X
（
35
）
２
１
２
０

　
Ｅ
-m
ail　

1103pbc @
city.goshogaw

ara.lg.jp

②
③
〒
０
３
７

－

８
６
８
６　

　

五
所
川
原
市
字
岩
木
町
12
番
地　

五
所
川
原
市
福
祉
部
家
庭
福
祉
課

　

℡
（
35
）
２
１
１
１
（
内
線
２
４
３
１
）　

F
A
X
（
35
）
９
９
０
１

　
Ｅ
-m
ail　

1104pbc @
city.goshogaw

ara.lg.jp

　
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度（
意
見
公
募
手
続
）」
と
は

　

重
要
な
施
策
の
意
思
決
定
の
過
程
に
お
い
て
、
施
策
の
案
を
公
表
し
、
広
く

市
民
か
ら
の
意
見
を
求
め
、
提
出
さ
れ
た
意
見
を
考
慮
し
て
意
思
決
定
を
行
う

と
と
も
に
、
そ
の
意
見
に
対
す
る
考
え
方
を
公
表
す
る
手
続
の
こ
と
で
す
。

　

公
正
の
確
保
、
透
明
性
の
向
上
、
市
民
と
の
協
働
の
機
会
の
拡
大
を
目
指
し
、

公
正
で
開
か
れ
た
市
政
を
推
進
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
３
つ
の
計
画
案
に
つ
い
て
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

意見
募集！
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を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｗ
ｅ
ｂ

　

エ
ン
ジ
ニ
ア
に
必
要
な
知
識
と
技
術

　

の
習
得
を
目
指
し
ま
す
。

◇
定
員　

20
名
（
半
数
に
満
た
な
い
場

　

合
は
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

◇
受
講
料　

無
料
（
別
途
テ
キ
ス
ト
代

　

１
万
３
７
５
３
円
が
必
要
）

◇
申
込
方
法　

五
所
川
原
公
共
職
業
安

　

定
所
か
ら
申
込
書
の
交
付
を
受
け
、

　

３
月
５
日
俄
ま
で
に
当
施
設
へ
。

　

戦
没
者
等
の
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年

金
等
を
受
け
て
い
た
方
が
平
成
17
年
４

月
１
日
か
ら
平
成
21
年
３
月
31
日
の
間

に
亡
く
な
る
な
ど
し
、
平
成
21
年
４
月

１
日
に
お
い
て
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年

金
等
の
受
給
権
者
が
い
な
い
場
合
に
、

次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お

一
人
に
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

・
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、

（1）
平
成
21
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病

　

者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔

　

慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

（2）
戦
没
者
等
の
子

（3）
戦
没
者
等
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母

　

④
兄
弟
姉
妹
で
、
戦
没
者
等
と
生
計

　

関
係
を
有
し
て
お
り
、
平
成
21
年
４

　

月
１
日
時
点
で
戦
没
者
等
と
氏
が
同

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

第
九
回
特
別
弔
慰
金

市
民
課　

内
線　

内
線
２
３
１
７

平
成
24
年
度
青
森
県
手
話
奉
仕
員

養
成
講
座
（
基
本
課
程
）

青
森
県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー

℡
０
１
７(

７
２
８)

２
９
２
０　
　

　

じ
方
ま
た
は
同
日
に
お
い
て
遺
族
以

　

外
の
方
と
養
子
縁
組
し
て
い
な
い
方

（4）
　

（3）
以
外
の
戦
没
者
等
の
①
父
母
②
孫

　

③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹
で
、
戦
没
者

　

と
生
計
関
係
を
有
し
て
い
な
い
方
や

　

戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て
い

　

た
が

（3）
に
該
当
し
な
い
方

（5）
　

（1）
～

（4）
　

以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親
等

　

内
の
親
族
で
、
戦
没
者
の
死
亡
ま
で

　

引
き
続
き
１
年
以
上
の
生
計
関
係
を

　

有
し
て
い
た
方

◇
支
給
内
容　

額
面
24
万
円
、
６
年
償

　

還
の
記
名
国
債

◇
請
求
期
限

　

平
成
24
年
４
月
２
日
ま
で

◇
請
求
窓
口　

市
民
課
、
金
木
総
合
支

　

所
総
合
窓
口
係
（
内
線
３
１
０
３
）
、

　

市
浦
総
合
支
所
総
合
窓
口
係
（
内
線

　

４
０
１
１
）

●
４
月
７
日
臥
～
８
月
11
日
臥

　

青
森
県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー

　
（
青
森
市
筒
井
字
八
ツ
橋
76

－

９
）

◇
対
象　

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
の
基

　

礎
課
程
修
了
も
し
く
は
同
程
度
の
技

　

術
を
有
す
る
方
。

◇
受
講
料　

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
実
費
）

◎
申
込
締
切　

３
月
10
日
臥
必
着

●
場
所　

中
央
公
民
館
第
一
会
議
室

◇
対
象　

ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ

◇
定
員　

先
着
30
名

◇
参
加
費　

無
料

◎
申
込
方
法　

電
話
・
メ
ー
ル
に
て
２

　

月
29
日
我
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ

　

さ
い
。
メ
ー
ル
の
際
は
氏
名
と
連
絡

　

先
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

２
月
25
日
臥　

14
時
～
15
時

●
場
所　

鶴
田
町
鶴
遊
館
調
理
室

　
（
鶴
田
町
大
字
鶴
田
字
沖
津
１
９
３
）

◇
テ
ー
マ　

専
門
家
に
よ
る
調
理
実
習

◇
内
容　

野
菜
た
っ
ぷ
り
の
バ
ラ
ン
ス

　

の
取
れ
る
食
事
を
調
理
、
試
食
す
る

◇
料
金　

５
０
０
円
（
材
料
費
）

◇
申
込
締
切　

２
月
20
日
俄

●
期
間　

３
月
30
日
画
～
９
月
28
日
画

　
　
　
　

９
時
30
分
～
16
時
10
分

●
場
所　

パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル
Ｉ
・　

　

Ｍ
・
Ｓ
五
所
川
原
教
室

◇
内
容　

訓
練
番
号
4

－

23

－

02

－
　

02

－

02

－

０
１
４
１

　
「
W
E
B
シ
ョ
ッ
プ
エ
ン
ジ
ニ
ア
科
」

　

Ｊ
ａ
ｖ
ａ
Ｓ
ｃ
ｒ
ｉ
ｐ
ｔ
、
Ｐ
Ｈ
Ｐ

　

に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
中
心
と

　

し
た
Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト

　

五
所
川
原
市
の
新
し
い
名
物
「
ご
し

ょ
山
宝
汁
」
を
一
緒
に
作
り
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

２
月
25
日
臥　

10
時
～
13
時

●
場
所　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

（
布
施
病
院
と
な
り
）

◇
参
加
費　

４
０
０
円（
米
１
合
持
参
）

◎
申
込
方
法　

２
月
23
日
牙
ま
で
に
電

　

話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

働
く
婦
人
の
家
活
動
サ
ー
ク
ル
で
童

謡
・
叙
情
歌
を
歌
っ
て
い
ま
す
。
楽
し

く
歌
っ
て
、
健
康
を
維
持
し
ま
し
ょ
う
。

●
練
習
日　

毎
月
３
回　

第
１
、
第
２
、

　

第
３
月
曜
日　

10
時
～
12
時

※
気
軽
に
体
験
（
３
月
５
日
・
12
日
）

　

に
お
出
で
く
だ
さ
い
。

　

お
酒
は
、
健
康
や
社
会
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
危
険
性
を
秘
め
て

い
ま
す
。
お
酒
と
の
付
き
合
い
方
に
つ

い
て
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

３
月
11
日
蚊　

10
時
30
分
～

　
　
　
　

12
時
（
10
時
か
ら
受
付
）

サ
ー
ク
ル「
野
ば
ら
」会
員
募
集

℡(

35)

８
２
４
５　

高
橋

調
理
実
習
参
加
者
募
集

(社)　
青
森
県
栄
養
士
会
五
所
川
原
地
区

部
会　

℡
・
FAX(

22)

５
９
１
５　

齋
藤

求
職
者
支
援
訓
練
の
受
講
者
募
集

パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル
Ｉ
・
Ｍ
・
Ｓ

五
所
川
原
教
室　

℡(

26)

６
８
０
１　

高
橋

地
域
交
流
行
事

「
ご
し
ょ
山
宝
汁
を
つ
く
ろ
う
」

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

ラ
・
プ
リ
マ
ベ
ラ　

℡(

38)

１
３
３
２

考
え
て
み
よ
う
ア
ル
コ
ー
ル
の
問
題

医
療
法
人
社
団
清
泉
会

布
施
病
院
相
談
室　

℡(

35)

３
４
７
０

E-m
ail:f_soudan@

seisenkai.jpn.org

　

五五所所川川原原市市元元町町１１１１２２番番地地 （（市市役役所所かからら徒徒歩歩５５分分））
＜＜開開設設ままででのの問問いい合合わわせせ先先＞＞

TEL ００１１７７－－７７７７６６－－６６９９１１６６ FAX ００１１７７－－７７７７６６－－６６９９４４７７
相相談談日日時時：：毎毎週週土土曜曜日日（（祝祝日日除除くく））午午後後２２時時～～５５時時３３００分分

青森県弁護士会所属青森県弁護士会所属

舘田 晟 法律事務所

五五所所川川原原無無料料法法律律相相談談所所

相相談談
無無料料

◆◆平平成成２２４４年年４４月月７７日日 開開設設◆◆

第一さつき保育園
@0173－35－3343

第二さつき保育園
@0173－34－6185
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し～うらんど海遊館 11周年記念

大雪による灯油の流出事故が
増えています

歯の健康診断室
～歯を大切にしたいあなたへ～

し～うらんど海遊館からのお知らせ

セミナー情報

市・県民税の申告を受付しています

健康づくりコースのご案内

　設備メンテナンスのため２月 28 日峨～３月６日峨

まで休館となります。ご迷惑をおかけしますが、ご理
解とご協力をお願いします。
　３月７日我より通常営業となります。
◎お問い合わせ先　し～うらんど海遊館　℡ 27-7373

■日時　２月 25 日臥　14：00～15：30
■場所　エルムの街ＳＣ２階エルムホール
■内容　『ＥＬＭの開発と運営から学んだこと』
　　　　～これまでのＥＬＭ、これからのＥＬＭ～
■講演者　五所川原街づくり株式会社
　　　　　代表取締役社長　葛西英機氏
◎お問い合わせ先　五所川原市雇用創出協議会
　（市民学習情報センター内）　℡ 26-6890

　平成 24 年度（平成 23 年分）の市 ･ 県民税の申告を
３月 15 日まで受付しています。
　申告受付の日時や場所などは「平成 24年度市 ･県民
税申告のお知らせ」、市ホームページをご覧ください。
＊「平成 24 年度市 ･ 県民税申告のお知らせ」は、税
　務課や各総合支所の窓口にも備え付けてあります。
■申告にお出での際は、
▽印鑑を必ず持参してください▽領収書類はあらかじ
め整理し、合計金額を算出してきてください▽給与や
公的年金の「源泉徴収票」は、金額にかかわらず、発
行されたものすべてを持参してください▽その他、申
告の際に必要なものが「平成 24 年度市 ･ 県民税申告
のお知らせ」に掲載されています。
◎お問い合わせ先
・税務課　内線 2225 ～ 2227
・金木総合支所総合窓口係　内線 3114 ～ 3115
・市浦総合支所総合窓口係　内線 4066

　屋根雪の落下によりホームタンクの配管等の破損
や、除雪時のスコップやスノーダンプによる配管の破
損などによる灯油の流出事故が増加しています。
　油の流出は、火災や周辺の環境汚染の原因となり、
流出を防止するための回収・処理費用は原則、原因者
負担となります。
　除雪の際は、配管等の場所を確認するなど、事故防
止に努めましょう。
◎油漏れ事故を起こしたり、発見した場合は、消防署
　119 番または環境対策課（内線 2342）へご連絡くだ
　さい。

　ご家族そろってお越しください。妊婦さんは母子健
康手帳をご持参ください。参加無料です。
■日時　３月４日蚊　10：00～15：00
■受付時間　午前の部：10：00～11：30
　　　　　　午後の部：13：00～14：30
■場所　エルムの街ＳＣ２階エルムホール
■内容　歯の診察、フッ素塗布（午前・午後各 150 名）、
　歯周病診断テスト（ペリオスクリーン等、先着 150
　名）など盛りだくさん。他にも様々なお口の疑問、
　悩み等相談に応じます。
＊北五歯科医師会との共催です。
◎お問い合わせ先　健康推進課　内線 2368

栄養・食生活を工夫したり、見直したい方
調理実習「野菜をおいしく食べよう」
■日　時　３月 13 日峨　10：00～13：00
■会　場　働く婦人の家
■持ち物　エプロン、三角巾、ごはん茶碗、健康手帳
　（お持ちの方）
■料　金　無料
■定　員　30 名

水中運動・水中ウォーキング　　　　　　　　　　
■日　時　３月 16 日画　10：20～11：50
＊終了後、会場で昼食（持参か注文）を食べて解散。
■会　場　し～うらんど海遊館
■持ち物　バスタオル、水着（レンタル可能 800 円程）、
　水分補給用の飲み物、昼食［お弁当（500 円）の注
　文も受付けます］、健康手帳（お持ちの方）
■料　金　1,000 円（入館料・指導料）
■送　迎　下記のとおりです。ご希望の方は、あわせ
　てお申し込みください。
　・往路　市役所発 9：00 →金木総合支所 9：30 →
　　　　会場着 10：10
　・復路　会場発 12：45 →金木総合支所 13：15 →
　　　　市役所着 14：00
■定　員　20 名

アロマでリラックス　　　　　　　　　　　　　　
■日　時　３月 22 日牙　13：30～15：00
■会　場　働く婦人の家第３講習室
■内　容　健康講話・ストレスを和らげるリラックス
　　　　　クリームの作成
■講　師　平田洋子氏（ハーブ＆アロマサロン Hirata）
■持ち物　健康手帳（お持ちの方）
■料　金　500 円（材料費）　
■定　員　20 名
◎申込方法　いずれも、開催３日前（３日前が土・日
　の場合は、その前の平日）までに電話にて、健康推
　進課（内線 2363）へお申し込みください。
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健 康 推 進 課
保健センター市浦

@35－2111

@27－7733

（内線2363･2366）

ヘルス・インフォメーション

健康だより

インフルエンザ予防のお約束

女性の健康に関する健康相談

　インフルエンザの流行シーズンに入りました。
　ただの“かぜ“とは違い、症状が重く、特に幼児や高齢
者など抵抗力の弱い方々がかかると重症化しやすく、
死に至る場合もあります。
▽外出したあとは、手洗い、うがいを忘れずに。
▽せき、くしゃみの症状があるときは、マスクを着用し、
　周りの人にうつさないよう心がけましょう。
▽かかったかなと思ったら早めに医療機関を受診しま
　しょう。

　３月１日～３月８日は女性の健康週間です。
　この機会に、ご自身の健康づくりを考えてみませんか。
生活習慣病予防や健康への不安等、保健師が個別で相
談に応じます。
●３月７日我　10：00～12：00　保健センター五所川原
　３月８日牙　10：00～12：00　保健センター市浦
　３月15日牙　10：00～12：00　保健センター金木
◇定員　10名
◇持ち物　健診結果（健診受診者）、健康手帳
◎申込方法　開催２日前までに電話にて申込み。
＊「健康づくり相談室」と併設になっています。

健康づくり相談室  
　
　生活習慣病や、肥満解消、介護予防など体に関する
こと、ストレスや心の相談などに保健師が応じます。
　健康手帳をお持ちの方は、ご持参ください。
地区 開 催 場 所 開 催 日 開催時間

五
所
川
原

コミュニティセンター三好 ２月 20日（月） 11：00～11：30

松島会館 ２月 23日（木） 13：00～16：00

富士見コミュニティセンター ２月 24日（金） 10：30～12：00

市
　
　
浦

保健センター市浦

２月 21日（火）

13：00～14：00
２月 23日（木）

２月 28日（火）

３月 1日（木）

子どもの食育・栄養相談
　就学前までの子どもの元気な体をつくる食生活につ
いて、栄養士が保護者の方の相談に応じます。
　むら食い、好き嫌い、食物アレルギーの相談など、
お気軽においでください。
●日時　３月 28 日我　10：00～11：30
●会場　保健センター五所川原
◇持参するもの　母子健康手帳
※事前に相談内容を電話で受けることもできます。

乳 幼 児 健 診
●内容　小児科診察、歯科診察（１歳６か月児・３歳
　児）、尿・耳・目の検査（３歳児）、身体計測、発達
　相談、離乳食のお話（４か月児）等
●受付　12：00～12：30（３歳児健診 11：30～12：30）
　11 時から母子健康手帳を出すことができます。
◇持参するもの　母子健康手帳、バスタオル等
健診の種類 実施日 実施場所 対象児・対象地区

４か月児
健診

３月 ６日
（火） 

保健センター
五所川原

平成 23年 10月生まれ
全地区

1 歳 6 か月児
健診

３月27日
（火）

保健センター
五所川原

平成 22 年９月生まれ
全地区

３歳児
健診

３月14日
（水）

保健センター
五所川原

平成 20 年９月生まれ
全地区

＊当日来られない場合、受診済みの場合等は、ご連絡ください。
＊駐車場は市役所、または有料駐車場をご利用ください。
＊１歳６か月児健診を受診する保護者の方へ、歯周病チェッ
　ク（ペリオスクリーン）を無料で実施しています。

エンゼル相談（母子相談）

◇持参するもの　母子健康手帳、バスタオル
日 時 実施場所 内 容

３月 9日（金）
10：00～11：30

保健センター
五所川原

○各月齢での成長（身体計測）・発
　達の確認、育児、遊び、栄養（離
　乳食）の相談
○子育て等に関する勉強会、情報
　交換
○３月勉強会テーマ（11：00～）  
　　「予防接種」

３月 16日（金）
10：00～11：30

保健センター
金木

３月 22日（木）
10：00～11：30

保健センター
市浦

献血のご案内（バス巡回）
期　　 日 時 　 間 場　　　 所

３月 8日（木）
9：30～12：00 津軽広域農業共済組合

13：30～16：00 白生会胃腸病院

３月 10日（土） 10：00～16：30 エルムの街ＳＣ・
イトーヨーカドー

月 日 医 療 機 関 名 住 所 電　 話

 ２ 月19 日（日） てらだクリニック 稲実字米崎 122-17 33 － 1200

 ２ 月26 日（日） 白戸胃腸科外科医院 栄町 64-1 34 － 6211

※ 1．対応時間　9：00～17：00（電話で確認）
2．消防署（救急病院紹介電話 34-4999）でも紹介します。

救急医療当番医救急医療当番医

 五所川原市役所　@35－ 2111　平成 24年 ２ 月  15 日 16
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